
　
市
で
は
、
生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
郷
土
の
先
人
、
佐
藤
一
斎
の

「
三
学
の
精
神
」
を
理
念
に
、
平
成
２２
年
に
三

学
の
ま
ち
推
進
計
画
を
策
定
。
さ
ら
に
、
平
成

２３
年
に
は
、
「
生
涯
学
習
都
市
三
学
の
ま
ち
恵

那
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
宣
言
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
市
を
挙
げ
て
生
涯
学
習

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
い
う
宣
言
で

す
。
そ
し
て
、
三
学
の
精
神
を
基
に
「
読
書
の

す
す
め
」「
求
め
て
学
ぶ
」「
学
ん
で
生
か
す
」

の
三
つ
を
柱
と
し
た
市
民
三
学
運
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
さ
ら
に
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
平
成
２５
年
度
か
ら
、
生

涯
学
習
講
座
を
一
元
化
・
体
系
化
し
た
市
民
大

学
「
恵
那
三
学
塾
」
を
開
校
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
の
生
涯
学
習
講
座
の
中
心
と
し

て
期
待
さ
れ
る
、
市
民
大
学
「
恵
那
三
学
塾
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
志
２
０
―
０
２
１
７

現
代
の
生
涯
学
習
と
は

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、
大

き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

市
民
活
動
や
地
方
分
権
の
進
展
、
新
し

い
公
共
・
協
働
が
活
発
化
す
る
一
方
、
少

子
高
齢
化
や
過
疎
化
、地
域
経
済
の
疲
弊
、

自
治
体
の
財
政
難
、
そ
し
て
地
域
の
つ
な

が
り
が
希
薄
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
社
会
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
、
生
涯
学
習
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
全
国
的
に
見
る
と
、
わ
が
国

の
生
涯
学
習
政
策
の
指
針
の
中
で
も
「
生

涯
学
習
振
興
の
要
請
―
高
ま
る
必
要
性
と

重
要
性
―
」
と
し
て
次
の
４
点
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
国
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
行
う
学
習
活

動
の
支
援
の
要
請

②
総
合
的
な
「
知
」
が
求
め
ら
れ
る
時
代

ー
社
会
の
変
化
に
よ
る
要
請

③
自
立
し
た
個
人
の
育
成
や
自
立
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
地
域
社
会
）
の
形
成
の
要
請

④
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
の
要
請

　

特
に
、
③
の
自
立
し
た
個
人
の
育
成
や

自
立
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の
要
請

が
、
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
講
座
の
傾
向

　

市
で
は
、
平
成
１７
年
か
ら
地
域
自
治
区

制
度
を
導
入
し
、
地
域
ご
と
に
特
色
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
平

成
２２
年
２
月
に
は
市
三
学
の
ま
ち
推
進
計

画
を
策
定
し
、
平
成
２３
年
４
月
に
は
「
生

涯
学
習
都
市
三
学
の
ま
ち
恵
那
宣
言
」
を

行
う
な
ど
、
生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
市
が
開
催
し
た
講
座
は
、
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
市
民

講
座
が
３
２
０
講
座
、
市
職
員
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
師
に
よ
る
出
前
講
座
が
１
６
６

講
座
の
合
計
で
４
８
６
講
座
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
度
の
参
加
者
は
、
市
民
講
座
で

は
５
０
２
６
人
、
市
民
三
学
地
域
委
員
会

が
開
催
し
た
地
域
塾
で
は
１
６
９
２
人
、

出
前
講
座
で
は
４
１
９
９
人
で
し
た
。

　

市
民
の
約
２０
㌫
に
当
た
る
約
１
万
１
千

人
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
学
ん
で
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
は
「
個
人
の
創
造
」
と
「
地

域
の
創
造
」の
二
つ
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
本
市
を
含
み
全
国
的
な

傾
向
と
し
て
、
公
民
館
な
ど
で
開
催
す
る

生
涯
学
習
講
座
は
、
個
人
の
趣
味
や
教
養

的
な
も
の
に
偏
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
市
の

講
座
を
個
別
に
み
る
と
、
内
容
な
ど
に
大

き
な
隔
た
り
や
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
市
民
講
座
も
趣
味
教
養
的
な
講

座
が
多
く
、
ま
ち
づ
く
り
に
結
び
つ
く
よ

う
な
講
座
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

職
業
能
力
向
上
や
資
格
取
得
に
つ
な
が
る

よ
う
な
講
座
や
、
大
学
と
連
携
し
た
講
座

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
政
な
ど
を
紹

介
す
る
出
前
講
座
の
行
政
編
で
は
、
申
し

込
み
が
全
体
の
約
２０
㌫
し
か
な
く
、
自
主

企
画
講
座
の
実
績
は
、１
件
の
み
で
し
た
。

　

ま
た
市
民
意
識
調
査
で
、
４４
・
４
㌫
の

市
民
が
市
民
三
学
運
動
を
「
知
ら
な
い
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

恵
那
三
学
塾
で
ま
ち
づ
く
り
を
発
展

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
総
合
的
に

解
決
し
、
市
民
挙
げ
て
の
生
涯
学
習
の
ま

ち
づ
く
り
へ
発
展
さ
せ
る
た
め
、
新
た
に

「
恵
那
三
学
塾
」
を
開
校
し
ま
す
。

　

恵
那
三
学
塾
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
講
座

を
一
元
化
や
体
系
化
し
て
再
編
。
新
た
に

政
策
や
産
業
経
済
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
コ
ー
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
市

民
参
画
が
進
む
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、

自
主
企
画
講
座
や
市
民
登
録
講
師
制
度
を

再
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
恵
那
三
学
塾
が
幹
と

な
っ
て「
み
ん
な
学
ん
で
幸
せ
に
な
ろ
う
」

と
す
る
知
の
循
環
が
起
こ
る
こ
と
で
、
新

し
い
公
共
や
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
と

い
っ
た
枝
葉
を
広
げ
「
生
涯
学
習
都
市
三

学
の
ま
ち
恵
那
」
と
い
う
花
を
咲
か
せ
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
都
市

　
　

「
三
学
の
ま
ち
恵
那
」
宣
言

四
季
を
彩
る
里
山　

清
き
水
の
流
れ

豊
か
な
時
を
つ
な
ぐ
ま
ち　

恵
那

こ
の
ま
ち
に
生
き
て

書
を
読
み　

人
に
学
び

歴
史
と
文
化　

自
然
に
学
び

学
び
続
け
る　

喜
び
を
ひ
ろ
げ

希
望
あ
ふ
れ
る　

未
来
を
創
る

私
た
ち
は
こ
の
ま
ち
を　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

共
に
学
び　

生
か
し
あ
う

三
学
の
ま
ち
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
制
定

恵
那
市
民
大
学

▲三学の精神を理念に制定された三学のまち恵那宣言 (写真は三郷町からアルプス方面を望む）

　生涯学習とは

　現代の生涯学習の目的には、自己の教養や技能を高める「個人の創造」
と地域の課題などに取り組み、豊かな地域社会を創る「地域の創造」が
あります。市では、この２つが結び合い、やがてまちづくりへ結集し学
び合う知の循環が生まれていくことを目指します。

s柱１　読書のすすめ

　市中央図書館を学びの場、読
書推進の核として、小中学校や
各コミュニティセンターなどと
のネットワークを強化し、連携
しながら子どもも大人も高齢者
も生涯にわたって楽しく学ぶこ
とができる読書のまちをつくり
ます。

s市民三学運動とは

　生涯学習のまちづくりを進め
るため「読書のすすめ」「求めて
学ぶ」「学んで生かす」の三つの
柱を基に、読書に親しみ、学び
を広げ、学んだことを地域社会
に生かしていくことです。

s柱２　求めて学ぶ

　市民の皆さんが、いつでもど
こでも自ら求めて主体的な学び
ができるよう、必要な支援を図
ります。そのため各コミュニ
ティセンターや文化会館などで
の学習機会の充実や、地域の文
化活動、まちづくり活動などの
支援を行います。

s柱３　学んで生かす

　生涯学習で得た成果をまちづ
くりやボランティアなど地域や
社会に還元し、さらにその活動
から生まれた新たな課題を学習
するという、学習サイクルの仕
組みを構築します。

▲市民三学串原委員会が企画し串原で愛知学院大学吹奏楽団と交流

恵
那
三
学
塾
が
開
校

s三学の精神とは

　「社会に役立つ有
ゆう

為
い

な人にな
ろう」と生涯学び続ける志です。
　これは岩村藩出身の儒学者佐
藤一斎の言葉で「三学戒」と呼
ばれています。市では、これを
「三学の精神」と捉え、市民三
学運動の理念としています。
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現
在
、
市
で
は
、
年
間
約
１
万
１
千
人

の
方
が
生
涯
学
習
講
座
を
受
け
て
い
ま

す
。
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
多
く

の
方
が
参
加
し
た
だ
け
で
な
く
「
ど
れ
だ

け
の
人
材
が
育
っ
た
か
」
と
い
う
中
身
を

考
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
今
回
新
設
し

た
政
策
コ
ー
ス
や
産
業
経
済
コ
ー
ス
の
定

員
は
、
最
大
４０
人
。
決
し
て
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、明
日
の
地
域
を
担
う
人
々
が
、

毎
年
４０
人
受
講
す
れ
ば
１０
年
で
４
０
０
人

の
リ
ー
ダ
ー
が
育
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
講
座
を
受
講
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
い
き
な
り
ま
ち
づ
く
り
を
担
え

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。人
々
は
、日
々

の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
課
題
に
突
き
当

た
り
解
決
の
た
め
に
学
び
合
い
、
そ
し
て

ま
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
と
は
、
こ
の
繰
り
返
し
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
学
び
の
お
手
伝
い
を

す
る
の
が
市
民
大
学
「
恵
那
三
学
塾
」
な

の
で
す
。
生
涯
学
習
政
策
と
は
、
課
題
に

対
す
る
学
び
と
実
践
の
循
環
を
つ
く
る
こ

と
に
他
な
ら
な
い
の
で
す
。

３
コ
ー
ス
と
市
民
参
画
で
構
成

　

恵
那
三
学
塾
は
６
体
系
に
分
か
れ
、
教

養
コ
ー
ス
と
産
業
経
済
コ
ー
ス
、
専
門
編

を
含
ん
だ
政
策
コ
ー
ス
の
３
コ
ー
ス
と
市

民
参
画
に
よ
る
講
座
で
成
り
立
ち
ま
す
。

　

教
養
コ
ー
ス
は
、
主
に
趣
味
、
教
養
を

高
め
る
コ
ー
ス
。
今
ま
で
、
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
た
市
民
講

座
を
、
そ
の
ま
ま
継
続
し
ま
す
。
さ
ら
に

市
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
実
践
女
子

学
園
の
連
携
講
座
も
開
設
し
ま
す
。
来
年

度
は
、
実
践
女
子
学
園
の
講
師
陣
を
招
き

「
食
育
講
座
」
と
「
下
田
歌
子
講
座
」
の

２
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　

専
門
編
を
含
む
政
策
コ
ー
ス
は
、
市
職

員
が
講
師
と
な
り
、
地
域
自
治
や
市
の
政

策
を
学
ぶ
コ
ー
ス
で
す
。
今
ま
で
の
出
前

講
座
の
行
政
編
を
、
年
間
１６
講
座
の
常
設

型
と
し
て
再
整
備
し
ま
し
た
。　

　

産
業
経
済
コ
ー
ス
は
、
地
元
の
産
業
経

済
や
、
ま
ち
づ
く
り
先
進
地
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
び
、
経
済
や
経
営
に
関
す
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
は
、
市
民
自
主
企
画
講
座
と
市
民

登
録
講
師
制
度
に
よ
る
講
座
を
体
系
の
中

に
位
置
づ
け
、
市
民
の
自
主
的
な
参
画
を

促
し
ま
す
。

一
人
の
喜
び
を
み
ん
な
の
も
の
に

　

毎
日
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
は

誰
も
が
望
む
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
提
供
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
求
め
る
こ
と
で
生

ま
れ
る
も
の
。
生
涯
学
習
は
そ
れ
を
実
現

す
る
有
効
な
手
段
で
す
。
学
習
の
成
果
を

一
人
に
と
ど
め
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
に

役
立
て
て
み
て
く
だ
さ
い
。
一
人
の
喜
び

を
、
み
ん
な
の
喜
び
に
つ
な
げ
る
。
や
が

て
喜
び
の
和
が
広
が
っ
て
い
く
。
そ
ん
な

ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

生涯学習手帳で学習を記録

公
共
政
策
と
し
て
の
生
涯
学
習

　

生
涯
学
習
の
定
義
は
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
個
人
に
よ
っ
て
捉
え
方
も
違
い
ま
す
。

特
に
１
９
８
０
年
代
の
バ
ブ
ル
期
に
国
の

政
策
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
と
や
、
通
信
講

座
や
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
が
盛
ん
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
余
暇
の
た
し
な
み
と

想
像
す
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
公
共
政
策
と
し
て
の
生
涯
学
習

は
「
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
へ
参
加
す
る
」
な
ど
、
地
域
へ
の
還

元
と
い
う
視
点
が
重
要
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成
２２
年
度
か
ら
市
民
三
学

運
動
の
推
進
委
員
会
や
地
域
委
員
会
を
組

織
し
、
市
民
三
学
地
域
塾
費
と
い
っ
た
財

政
支
援
も
行
っ
て
、
市
民
主
体
の
生
涯
学

習
政
策
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
市
民
か
ら
は
「
い
っ
た
い
市
の

生
涯
学
習
は
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
」

「
市
民
三
学
地
域
塾
の
予
算
は
何
に
使
え

ば
い
い
の
か
」
と
い
っ
た
声
も
た
く
さ
ん

聞
か
れ
、
３
年
を
経
過
し
て
も
な
か
な
か

成
果
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
生
涯
学
習
の
原
点

に
立
ち
戻
り
、
再
出
発
し
よ
う
と
考
え
ま

し
た
。
改
め
て
市
の
生
涯
学
習
が
抱
え
て

い
る
課
題
、
目
指
し
て
い
る
意
義
と
目
的

を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
進
め
る
た
め
の

体
制
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
解
決
の
手
段
に

　

ま
ち
づ
く
り
は
一
朝
一
夕
に
成
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
の
ま
ち
づ
く
り

と
は
、
実
に
地
道
な
も
の
で
あ
り
、
地
域

の
人
々
の
日
常
の
活
動
そ
の
も
の
で
す
。

本
市
で
言
う
な
ら
ば
、
地
域
自
治
区
の
ま

ち
づ
く
り
実
行
組
織
が
行
う
活
動
が
そ
の

代
表
例
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
今
ま
で
の
本
市
に
は
、
ま

ち
づ
く
り
を
担
う
人
た
ち
が
必
要
と
す
る

知
識
や
知
恵
が
学
べ
る
生
涯
学
習
講
座

は
、
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

新
た
に
政
策
コ
ー
ス
や
産
業
経
済
コ
ー
ス

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
大

き
く
変
わ
っ
て
い
く
世
の
中
で
、
経
済
や

行
政
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
方
た
ち
か
ら

学
び
、
時
代
を
見
据
え
て
ま
ち
づ
く
り
に

反
映
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

●プロフィール
（こんどう　しんぺい）
　小中学校長、瑞浪市教育長を経
て、現在、市公民館運営審議会委
員長、市民三学運動推進委員会委
員長、市民三学中野方委員会委員。
　平成２２年まで市生涯学習都市
宣言策定市民委員会の委員長を務
め「恵那三学のまち推進計画」を
取りまとめる。同年５月に市民三
学運動推進委員会発足とともに同
委員長に就任。「生涯学習都市三
学のまち恵那宣言」の制定に尽力。
中野方町在住。

市民三学運動
推進委員会

◆教養コース◆
　趣味、教養を高めるコースで
す。市と連携協定を結んでいる
実践女子学園の連携講座も実施
します。

◆政策コース◆
　市職員が講師となり、地域自
治や市の政策を学ぶ常設型の
コースです。
　また各担当課で行っていた講
座・研修などを専門編と位置づ
けて実施します。

◆産業経済コース◆
　地元の産業経済や先進地のま
ちづくりのノウハウを学び、経
済や経営に関するスキルアップ
を図るコースです。

◆自主企画講座◆
　市民の自主企画により提案さ
れた講座です。

◆市民登録講師講座◆
　市民登録講師が会場へ出向き
実施するものです。今までの出
前講座の「市民編」「公共機関・
公益法人・民間企業編」を移行
するものです。

◆市民三学地域塾◆
　各地域の市民三学地域委員
会により提案された講座で
す。

既存の講座冊子を統合

近藤愼平委員長

今、社会環境が大きく変わる
中で、その意義が問われてい
る生涯学習。新たに「恵那
三学塾」として生まれ変わっ
た市の生涯学習について、意
義や地域との関わりについて
語ってもらいました。

６体系の内容を紹介

本校
（恵那文化センター）

地域校
（各コミュニティセンター）

市民三学地域塾産業経済コース 教養コース政策コース

市民登録講師講座自主企画講座

専門編

充
実
し
た
恵
那
三
学
塾
を
紹
介

学
び
と
ま
ち
づ
く
り
が
生
き
る
喜
び
に

　恵那三学塾では講座の受講者
に、希望に応じて生涯学習手帳
を配布します。講座を受講す
るごとに、シールを手帳に貼っ    
ていきます。学びの履歴を記録 
して、一定の単位取得者に認定 
証を授与します。

s恵那三学塾体系図
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　　これまでの出前講
　座冊子と市民講座
冊子を統合して、
　市民大学ガイドブッ
　　クを発刊します。



　岩村町出身で恵那の先
人下田歌子がおよそ１００
年前に創設した実践女子
学園と本市は、連携協定
を結んでいます。
　５月から開講する市民
大学の教養コースに、実
践女子学園の先生方によ
る講座が設けられました。
　歴史と伝統ある学園が
培った貴重な人的、知的
財産を私たちに紹介し、
幅広い教養を身に付けて
ほしいというものです。
　ぜひ受講してみてはい
かがでしょうか。

　　市職員が講師となり、市が取り組んでいる各分野の政策や制度を講義します。
　地域の課題解決のための政策などについて理解を深めます。

　コミュニティービジネスや観光、歴史文化を生かしたまちづくりの手法を
学び、まちづくりにつなげていきます。また市内外の特色ある企業から講師
を招き、経営理念や社会貢献活動について学びます。

先人が縁で知の連携

実践女子学園岩村
親善大使鈴木隆一氏

地域自治や行政を学ぶ 経済や経営スキルを向上

産業経済コース【前期】
日にち テーマ 講　師

５月２２日㈬ 地域特性を活かした「ものがた
りビジネス」の創造

滋賀県立大学 
准教授　鵜飼　修

６月５日㈬ 地域活性化と起業のすすめ （有）東海バイオ
代表取締役社長　柘植　森衛

６月１９日㈬ リニア新時代のまちづくり PHP総研
　主席研究員　荒田　英知

７月３日㈬ 今、企業人に何が求められるか、
国鉄改革、広告業の体験から

（株）JR東海エージェンシー
常務取締役　窪田　哲夫

７月２４日㈬ 信州松代のまちおこし事業「エコー
ル・ド・まつしろ」について

エコール・ド・まつしろ倶楽部
　代表　八田　慎蔵

８月７日㈬ 経営と景気の基礎の基礎 セントラル建設（株）
代表取締役社長　阿部　伸一郎

８月２８日㈬ 足助の観光まちづくり 足助観光協会
　会長　鱸　雅守

９月１１日㈬ 「てくてくの旅」舞台裏から見る
「まちづくり」について

恵那青年会議所
直前理事長　加藤　規久

政策コース【前期】

日にち テーマ 担当課

５月１５日㈬ 市の目指すまちづ
くりについて

生涯学習まちづ
くりセンター

５月２９日㈬ 市役所のしくみ
総務課

議会事務局

６月１２日㈬ 地域自治区制度
地域協議会

まちづくり
推進課

６月２６日㈬ 総合計画 企画課

７月１０日㈬ 財政と行財政改革
財務課
企画課

７月３１日㈬ 都市計画 都市整備課

８月２１日㈬ 観光 観光交流室

９月４日㈬ 子育て支援施策 子育て支援課

政
策
コ
ー
ス

産
業
経
済
コ
ー
ス

新
た
な
講
座
に
注
目

政策コース【後期】

日にち テーマ 担当課

１０月２日㈬ 地域の安心・安全
を考える 消防本部

１１月１３日㈬ 社会保障と生活習
慣病 健康推進課

１２月４日㈬ 国税と確定申告 税務課

１２月１８日㈬ 介護保険の仕組み
と介護予防 高齢福祉課

１月２９日㈬ 障がい者福祉につ
いて

地域包括支援センター
社会福祉課

２月１９日㈬ ごみ減量化と 3R
の推進 環境課

３月５日㈬ 農村と里山を守る
ために

農業振興課
林業振興課

３月１９日㈬ 文化財とまちづく
り 文化課

産業経済コース【後期】
 日にち 　　　　　テーマ 　　　　　  講　師

１０月９日㈬ 情報ネットワークの未来 中京学院大学
准教授　梁瀬　洋一郎

１１月２０日㈬ 歴史から学ぶ都市経営と自治 名古屋市立大学
特任教授　吉井　信雄

１２月１１日㈬ 会計入門－決算報告書（財務諸
表）の見方－

中京学院大学
准教授　林　雪華

１月２２日㈬ まちづくりの経営力 PHP総研
主任研究員　佐々木　陽一

２月５日㈬ 日本の産業のゆくえ 中部大学
経営情報学部長　高橋　道郎

２月２６日㈬ わが街アミックスコムからの情報 （株）アミックスコム
代表取締役社長 　伊藤　義仁

３月１２日㈬ 地域経済と地方公共交通問題 中京学院大学
准教授　関谷　次博

３月２６日㈬ まちづくり活動で得たもの マルコ醸造（株）
代表取締役社長　小木曽　智彦

　連携協定を締結している実践女子学園から講師を招き、
学祖、下田歌子や食育について学びます。

実践女子学園と連携

教
養
コ
ー
ス

教養コース【下田歌子講座】

日にち テーマ 講　師

５月１２日㈰ 実践躬行 実践女子学園下田歌子研究所
所長　大関　啓子

６月１６日㈰ 歌子の祖父・東条琴台
のことども

実践女子学園
常務理事　安達　勉

 7月１４日㈰ きらりうたこができる
まで

実践女子大学
教授　棚田　輝嘉

 8月１１日㈰ 下田歌子の読書体験　 実践女子学園香雪記念資料館
参事　大井　三代子

９月１５日㈰ 下田歌子と武家の女性
の倫理

実践女子学園学園史資料室
浪岡　正継

教養コース【食育講座】

日にち           テーマ              講　師

６月１日㈯ 食育について 実践女子学園食育研究所
　所長　白尾　美佳

６月２９日㈯ 食とメタボリックシンド
ロームについて

実践女子大学
　教授　松島　照彦

７月６日㈯ 食とこころ 実践女子大学
　准教授　水野　いずみ

９月１日㈰ 食と異文化
（映画の中の食べ物英語）

実践女子短期大学
　教授　三田　薫

９月８日㈰ 菓子にみる祈りの心 実践女子学園香雪記念資料館
参事　大井　三代子

　

講
座
の
内
容
や
会
場
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
本
紙
４
月
１
日
号
と
一
緒
に
配
布
す
る

市
民
大
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　

４
月
２０
日
㈯
―
２９
日
㈪
（
前

期
講
座
）

○
対
象　

原
則
、
市
内
に
在
住
か
在
勤
、
在

学
す
る
方

○
料
金　

２
０
０
円
／
回
（
実
費
負
担
が
あ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
政
策
コ
ー
ス
は
無
料
）

○
申
し
込
み
方
法　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
か

各
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
先
着
順
と
な
り
ま
す
。
申
し
込
み

初
日
は
、
該
当
の
講
座
を
開
催
す
る
コ
ミ
ュ

二
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
申
し
込
み
を
優
先
し

ま
す
。

　

教
養
コ
ー
ス
は
、
４
月
２１
日
㈰
か
ら
恵
那

文
化
施
設
情
報
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
文
化
の
窓

（h
ttp

://b
u
n
k
a
.c
ity.e

n
a
.lg

.jp
/

）
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

　

政
策
コ
ー
ス
と
産
業
経
済
コ
ー
ス
は
、
電

子
メ
ー
ル
（s

yo
u
g
a
i-c

@
c
ity.e

n
a
.lg

.jp

）

で
も
申
し
込
め
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

▽
教
養
コ
ー
ス
＝
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
（
志

２
５
―
５
１
２
１
）、
各
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
セ

ン
タ
ー　

▽
政
策
コ
ー
ス
・
産
業
経
済
コ
ー
ス
＝
生
涯

学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
志
２
０
―

０
２
１
７
）

―
主
な
講
座
紹
介
―
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講
座
受
講
生
を
募
集




